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悪性伝染病発生地域

出国検疫（外国）

農林水産省

指定港（日本）

個体確認

総 合 判 定

畜舎収容

採血・採材

臨床検査

皮内反応検査

血液検査

血清学的検査

微生物学的検査

着地検査（3か月間）
（都道府県）

臨船・臨機検査

輸 入 条 件

清浄地域

不 合 格解 放

輸入禁止

輸入禁止

輸入 輸出

偶蹄類の動物 １５日 ７日

馬 １０日 ５日

鶏、うずら、きじ、だちょ
う、ほろほろ鳥、七面
鳥、かも目の鳥類

１０日 ２日

初生ひな １４日 ２日

上記以外の動物 １日 １日

係留期間

生体動物（牛、馬、鶏等）の輸入検査

係留検査

検査の信頼性確保のため
ISO/IEC17025国際認証取得

二重検疫
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２．係留施設への輸送及び搬入１．臨船・臨機検査

家畜の輸入検査（家畜伝染病予防法）

５．採血・採材４．臨床検査

３．書類検査

６．精密検査

７．返送又は殺処分

８．解放

不合格

合格

信頼性の確保
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ISO 9001

組織運営体制に基づく品質保証

検査室 検査項目

検疫部
動物検疫課

馬伝染性貧血寒天ゲル内沈降反応検査

精密検査部
微生物検査課

オーエスキー病中和試験

精密検査部
病理・理化学検査課

ヨーネ病リアルタイムPCR法

精密検査部
海外病検査課

鳥インフルエンザ寒天ゲル内沈降反応
検査

成田支所
動物検疫第１課

豚繁殖・呼吸器障害症候群（PRRS）
ELISA法

門司支所
検疫第2課

馬伝染性貧血寒天ゲル内沈降反応検査

★ISO/IEC17025とは
試験所等の能力の評価に関する国際規格

ISO/IEC 17025

・適正な組織運営

・技術的に的確

・妥当な結果を導き出す能力

★ISO/IEC17025認定取得状況

○平成16年 GLPの考えに基づく関係要領の制定、標準作業書（SOP）の整備開始
○平成19年 検査業務点検(実地点検・定期点検)の開始（管理指導課を設置）
○平成24年 ISO/IEC17025 国内で初めて家畜衛生分野で認定

検査の信頼性確保業務（実例）ISO/IEC17025:2017

国際機関による獣医組織能力評価（PVS)においても、日本の
検疫及び水際のセキュリティは最高評価を受けています。

（2023年4月現在）

試験等の技術的能力の評価

実験動物：動物実験実施施設の外部検証・認証機関による評価を受け認定証を取得
（中部検査・診断センター、令和2年12月）
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令和２年 令和３年 令和４年

14,917 12,906
7,7332,521

961 1,2342,617

3,946 3,889

牛 豚 馬

主な家畜の輸入検査実績（令和４年速報値）

（頭数）

令和２年 令和３年 令和４年

340,127 
500,904 

308,592 

初生ひな
（羽数）

カナダ
809

アメリカ
197

デンマーク
167

フランス
50

イギリス
11

カナダ
3,056 

フランス
310 

その他
523

オーストラ

リア
7,733 

初生ひな（国別内訳）馬（国別内訳）
カナダは全て肥育用

豚（国別内訳）
全て繁殖用

牛（用途別内訳）
全て肥育用

令和４年（速報値）国別・用途別内訳

イギリス
186,563 

フランス
65,603 

その他
56,426 
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出国検査

口蹄疫などの
伝染病発生地域

発生の
ない地域

輸 入 禁 止

輸入検査

農林水産省

輸入検査申請

書類審査 現物検査 精密検査

指定検査場所

合 格不 合 格

指定施設

輸 入 条 件

輸入指定港

輸入者

輸 入 不可

畜産物（肉、ソーセージ等）の輸入検査



14

１．輸入港への到着

畜産物の輸入検査（家畜伝染病予防法）

２．指定検査場所 ４．現物検査３．書類検査

５．精密検査 ６．消毒

８．焼却、埋却処分

７．輸入検疫証明書の交付

不合格

合格

指定検疫物に該当する畜産物等
(1) 卵
(2) 骨、肉、脂肪、血液、皮、毛、羽、角、蹄、腱、臓器
(3) 骨粉、肉粉、血粉、皮粉、羽粉、蹄角粉、臓器粉
(4) 生乳、乳製品、精液、未受精卵、受精卵、糞、尿
(5) ハム、ソーセージ、ベーコン
(6) 穀物のわら及び乾草

肉種鑑別検査 加熱状況確認検査
分子量
マーカー 再加熱前 再加熱後

不合格

豚
鶏
陽
性

豚
陽
性

鶏
陽
性

陰
性
対
照

陽
性
対
照
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主な畜産物（肉類※）の輸入検査実績（令和４年速報値）

牛肉
豚肉

家きん肉

670,245

1,060,868
998,050

663,015

1,084,221
1,065,421

663,502

1,172,464
1,092,192

令和２年

令和３年

令和４年

数値：トン

アメリカ
279,709

オースト

ラリア
230,592

カナダ
60,789

その他
92,412

牛肉

アメリカ
354,179

カナダ
223,324

スペイン
191,726

その他
403,234

豚肉

タイ
462,338

ブラジル
433,026

中国
177,592

その他
19,237

家きん肉

令和４年（速報値）国別内訳

（加熱処理を含む）

※肉類は畜産物等のうち７割以上を占めるため、例示したもの
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1,000,000
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3,000,000

（参考）訪日外客数
（人）

17,76616,71966,121
139,548

147,046

120,430

144,578
169,902

206,641
498,646

934,500

1,370,000

1,497,300
1,475,300

0
200,000
400,000
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1,000,000
1,200,000
1,400,000
1,600,000

※2022年1月以降の推移（人）

訪日外国人旅行者数の推移

出典：日本政府観光局（JNTO）を元に作成

➢ 新型コロナウイルス感染症に伴う入国制限が緩和され、入国者数が増加
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携帯品で持ち込まれた輸入禁止品の摘発状況

（113％） （99％）

（117％）

（128％）

（112％）
（92％）

（63％）

（26％）

（24％）

109,056

69,124

16,888 13,010

35,729 

2018 2019 2020 2021 2022

携帯品による輸入禁止品の数（kg）

93,897

109,928

29,099
18,726

54,429

2018 2019 2020 2021 2022

携帯品による輸入禁止品の件数（件）

（速報値） （速報値）

○摘発上位国の状況

＜2022年（速報値）＞＜2021年＞

国名 件数（件） 重量（ｋｇ）

１ 中国 3,970 2,601

２ アメリカ 2,164 751

３ 韓国 1,860 2,043

４ フィリピン 1,665 982

５ ベトナム 792 706

６ タイ 667 416

国名 件数（件） 重量（ｋｇ）

１ ベトナム 8,121 7,869

２ フィリピン 7,411 5,184

３ 韓国 4,907 3,297

４ 中国 4,217 2,690

５ タイ 4,059 1,787

６ アメリカ 3,802 1,346




